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【理由】
・近年は、安全を考慮した工具又は材料等が増え、安全面と保守の容易化
・高圧端末処理等の絶縁性能の品質維持と均一化が図られている。
・配管等もＰＦ管が主流となり以前の作業量の効率も図られている。
・作業が標準化(マニュアル化)されている。
・その他もあるがこのような事で、専門的な技術・技能の習得が容易になり、いろいろな工事の作
業方法等が、マニュアルにより短期間で習塾でき、品質・安全も今まで以上に確保されている。
・２年で現場２～３件は経験するので、電気工事の大まかな事は経験する。
故に３年目で､先輩(作業副長程度)に肝心な部分は見てもらいながら、自分で作業を進めていけ
るようになる為、実務経験３年で良いと考えます。

＊ 現状として実務経験が５年と長い為、経験途中で試験合格者の離職が増加しまた､企業に就職
し、現場を経験しながら第一種電気工事士試験合格をするが、資格取得までの５年が待てず、
転職をする人も増加傾向に有る。

課題１ 第一種電気工事士 実務経験年数の見直し

（１） 第一種電気工事士試験合格に加え、実務経験５年で資格取得になる。
実務経験 ５年を３年に要望

日本電設工業協会の要望について
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電気工事の変遷 資料－１
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電気工事士実務経験の作業割合新旧数値比較アンケート
(作業項目別集計結果）

・主旨：技術・技能の早期習得が可能となる具体的事例の電気工事作業割合について、
電気工事士法改正前を100とした場合と現在の数値比較を作業項目毎＜記入-1＞
＜記入-2＞に集計

・回答者：技術・安全委員会企業内の電気工事士法改正前の実務経験者
・回答者総数：185人（17社）
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